






















































































































































































































































































会話一 80 会話一 185 
会話ニ 62 会話ニ 32 
万国地名箋 改正増補万国地名箋
亜細亜之部 81 亜細亜 71 
亜細亜諸島 45 
地中海及諸島 15 
欧羅巴 66 欧邁巴 63 
欧遡巴諸島 18 
亜弗利加 42 亜弗里加 36 
亜弗利加諸島 13 









『改蛮』 増補 削除 士
『英』 （％） 共通 順 移 移動
語数 語数 語数 率 f/4
1 天文 82 ゜ 24 ー24 58 70.7 58 47 11 19 0 
2 地理 73 ゜ 3 —3 70 95.9 70 ， 61 87.1 
3 時令 54 ゜ 1 ー1 53 98.1 53 37 16 30.2 
4 人倫 176 I 24 —23 153 86.9 152 83 69 45.4 
5 身体 121 ゜ 20 -20 101 83.5 101 66 35 34.7 
6 疾病 91 ゜ 29 -29 62 68.1 62 16 46 74.2 
7 宮室 86 1 ， -8 78 895 77 19 58 75.3 
8 服飾 郎 1 25 ー24 64 71.6 63 23 40 63.5 
， 飲食 58 ゜ 12 -12 46 78.3 46 19 27 58.7 
10 器財 2祁 1 58 -57 241 80.5 240 授｝ 152 63.3 
11 火器 151 1 103 -102 49 31.8 48 27 21 43.8 
12 金 26 ゜ 5 -5 21 80.8 21 12 ， 42.9 
1 3  玉石 32 l（重複） ， -8 24 71.9 23 2 21 91.3 
14 烏 51 ゜ 10 ー10 41 80.4 41 2 39 95.1 
15 獣 55 ゜ 5 --5 50 \XJ.9 50 25 25 50.0 
16 魚介 47 ゜ 14 ー14 33 70.2 33 1 32 引．o
17 虫 30 ゜ 6 -6 24 80.0 24 5 19 79.2 
18 草 149 ゜ 75 -75 74 49.7 74 14 60 Bl.I 
19 木 87 ゜ 24 -24 63 72.4 63 6 57 g.5
20 数嚢 50 3 8 -5 45 84.0 42 36 6 14.3 
巻2
21 添・依 163 1 26 -25 138 84.0 137 115 22 16.1 
22  動字 130 1 15 -14 116 88.5 115 10 105 91.3 
23 代名字 49 ゜ 22 -22 27 55.l 27 14 13 48.1 




削 除 が 生 じ た と 考 え る ほ う が 自 然 な 例 が い く つ か 見 ら れ
る。削除が先か配列が先かという問題については、削除さtた語ひとつひとつについて検討していけば
あ
る 程 度 は 明




化 に お け る 規 則 性 で 最
も基本的なものは
r 改 蛮 」 に 収 め ら れ た 語 句 を 右 か ら 左 へ
取っていく「横の流れ」である。ょ．改蛮」「英」さらに「 蛮 」 は ど れ も図ーに示したように、 右 上 か ら 上 下 上 下
と
い う 順 序 で 語 彙 が 並 ぺ ら れ て い る 。 こ れ は 数 字 ゃ 曜 日 な どの並ぺ方を見れば分る。共通語彙のうち五六六語（三四・九％）が、
「 改 蛮 」 の 配 列 で は 、 右 隣 り に あ っ た 語 の 次 に
位 屈 し て い る 。 さ ら に 二 話 以 上 を 隔 て た 場 合 の 二 九 語 （ も
し、いくつかの語句を飛び越えてそのままならば、閻にあ
ったものは削




「 横 の 流 れ 」 に 支 配 さ
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＇ 語数 「改蛮」 語数 増 減 土 共通語数 順 移 移動率％
天文 79 
・天文 82 7 4 +3 75 73 2 2.6 
地理 78 地理 7 3  3 8 -5 70 70 ゜ 0 . 
時令 53 時令 54 1 ゜ +1 53 53 ゜ ゜
人倫 'lお 人倫 176 10  ゜ +10· . 166 llO 56 33. 7
身体 l⑮ 身体 121 12 ゜ +12 109 109 ゜ ゜
疾病 80 疾病 9 1  13 2 +11  78 75 3 3.8 
宮室 81 宮室 郎 6 1 +5 80 杖l ゜ ゜
服飾 80 服飾 邸 ， 1 +8 79 75 4 5.3 
飲食 50 飲食 58 13  5 +8 45 45 ゜ . o 
器財 276 器財 298 39 17 +22 お9 256 3. 1.2
火器 151 151 ゜ +151 ゜ ゜ ゜ ゜
金 22 金 26 5 1 +4 21 21 ゜ ゜
玉石
•お 玉石 ．劣 6 ゜ +6 26 26 ゜ ゜
烏 54 烏 51 ゜ 3 -3 51 51 ゜ ゜
獣 52 獣 55 5 2 +3 50 50 ゜ ゜
魚介 51 魚介 47 ゜ 4 -4 47  47  ゜ ゜
虫 28 虫 30 3 1 +2 27 27 ゜ ゜
草 138 草 149 43  32 +11 106 100 6 5.7 
木 82 木 87 13 8 +5 7 4  74 ゜ ゜
数敬 49 数歴 50 1 ゜ +1 49 49 ゜ ゜





0 左 か ら 右 へ 返 る 。
これらを、
その形態からそれぞれ
S型•N型•L型と呼び四番目を例 外 と 見 る 。
図
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二三四語（三四・六％）である。
0部門別の語群率．解体率．
移
動率には関迎性が見られ
る。
（グラフー参照、
語群率と飩体率．移動率は対立
的に関連するため 群率は「一00マイナス語群率」と・いうかたちをとって示した。）
0このことは語群より先に「部門」に対する意識（先入
見のようなもの）が嗣者にあったことを示している。つまり配列換えを行
なう部門では語
群への注意が低下
し、
「横の流れ」に乗って勢いづいた形で語句の移動
を徹底させ、
逆に配列換えを行なわない部門では語群
を形成していない語句でも移動させないで、
「改蛮」
の順序を守る煩向がある。
-100-
五、
おわりに
以上見てきたように、
「英」
における配列の動的部分
「移動した語鍍（解体した語群こ11「移動させても構わない語梨（解体させても構わない語群或いは語群を形成しない語批）」と表裏
i
体の形で、
「移動しなかった諾磁
（解体しなかった語群）」11「移動させて
はな
らない語丞
（解体させてはならない語群）」
という静的祁分の定理が
成り立つ。
'
．で
は何故、
石橋政方は移動させても構わない語紐を、
自
・らの判断で可能な限りそれも規則的（容易）な方法で移動
させたのであろうか。
もし配列の変化によって新しい意味
が生み出されるのであれば、
換営すると「配列を変えるこ
と」
「手段」であるのならば
、こ
の疑問を解く（「目的
J
を見出す）ことは比較的容易である。しかしこの場合｀「配列を変えること」自体が「手段」 と同時に「目的」である
のだから、
その
「目的」を見出す
こと
は容易ではな
い。
しかし、
以上の考察の結果に
、
絹者が「自叙」（注5参
照）に「森島氏」とまで巾}き加えたr祖」 はなく
どこ
．にも一言も触れられ
て
いない「改蛮」が底本であったこと、
さ
らに「蛮」「改蛮」「英」を比較して（表［参照）明ら
．かな
ように、
もし「蛮」が底本であれば「英」はr蛮」に
対して「改正削補」の位叩いを占める（ポ
実は逆
）こ
とが
で
きるという三掛の相閑関係を考え併せれば、
り辞
内を掘んだれ実を自分自均或いは他者に納財させ
こヽ。t
,v 
②そ
のためには出来るだけ手が加えられていて、
新し
く、
仙自
もの
であることが望ましい。
⑥即
ち底木はr改色であるより「松」であったほう
が都合が良
い
。．
0従
って、
庇本が「改蛮」であることを険祇する必汲
があり、
配列を変えれば同時に「独自の
もの」に近づ
゜
＜ 
という意識により、
先行辞hりに対して内容の変化を持たせ
よう した工夫が、
右から左へという「配列の旗則」とな
って現われたものであると考えられる。
その結果
「
一匁
」
を
欠いて「十匁」を収ったり、
「
静脈」
「脈」「動脈」のよ な奇妙な杞列が行なわれたり、
さら
には
「四支」と「手」や「足」の判に「肛門」が入りこむ
などといった勇が足を随所で犯すような結果になったのであろう。
※本稿で
は、
（表氾を煎視する論ではないため）旧字
体は新字体に改めて記した。
また、
改正増補梃詔箋
-101-
4. 
の異本、
さら
には改正増補
英語箋との比較検討につ
いては、今後の採題としたい。一
（注）l「
民間では、
会話書が出版され（中略）r増訂蔀英
通語（万延元）、
石橘政方の「英悟
箋」（万延二｝、
清水卯三郎のrゑんぎりし
ことば」（万延元）が広く
迎えられた。
」（「国語学研究事典」）
．
2一
例として、
r英」より六年後の一九六七困奈a-l)
年には、
「二万語以上の日本語」（英文によるはしが
きの訳）を採録した「和英語林集成」が出版されていろ
。後絹四冊が出版されたのは一八六三（文久三）年。村上編「英語箋」
は、
序文•発音の説明がともに英
語で記され、
この時期の外国話導入に多大な功組のあ
った彼の語学力を
よく示している、
英梧主体の辞杏で
あろ。（仮名だけでは区別し難い語にのみ漢字が附されている）
これ
に対して石橋頴r英語
箋」
の語領は殆
んどが淡字表記であり
、原則として英語ー語を対応さ
せ
て
いる。
5「
曽，得→森島氏ノ蛮語箋一本→。看h其ノ黎棚→
知コ天文地理時令物名人事套語→。」（返り点・送り仮
名は箪者）
6特
にr蛮」の「言語」「万国地名箋」「改蛮」巻二、
「英」巻一ーにその差異が顕著であり、
「改蛮」は「改
正増補
」
の体裁をとりながら、
独自な形で内容を豊か
なもの
にしている（多くの
学問に造詣の深かった箕作
玩甫 らではの観がある）。
ところが「英」は「改蛮」
を踏襲しようとしながら（英語と蘭語の違いは
あるも
のの
）貧し
い内容しか示し
得ていない
。「虞前字」「接
続字」「磋歎字」等がそ まま抜けている
ことや、「会
話」が殆んど三語程度から成ろもので
あること
は、初心
者に対する配慮というより
は、
投げやりなものを感じ
させる。
1逆
にその規則性は、
「改蛮」と「
英」
との結びつき
を証明するもの
でも
ある。
r蛮」と「英」の間にはこ
の
ような規則性は見られない。
，
&r
蛮」の中に
は「32・赤石脂」のよ
うに、
曲語の訳
， ー
を欠くもの
が八例、
「50．峡訟」のように曲語訳を黒
ー
く塗り殺し消去して
あるものが三
例見られるが、
これ
9
らも配列の上では一語として考え
る。
これら―一例の
うち「改蛮
J
ーで閾語訳を加えてあるものは八語、
削除
された語が三語である
。
（岡山大学大学院文学研究科）
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